
【テーマ】 

 元気にあそぼう！ 

【ねらい】 

 ○身近な自然に関わって、見つけたり触れたりしたことから

遊びを広げていく。 

 ○友達や保育者と一緒にのびのびと体を動かして遊ぶ楽 

しさを味わう。 

 ○身近な自然に触れて遊ぶことを楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

貸出絵本 開始に伴い・・ 

～絵本の読み聞かせによって育まれる能力～ 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

日 曜 内      容 

１ 水 施設遊具安全点検 

２ 木 こどもの日の集い 

９ 木 

交通安全教室（5歳児）10時～ 

歯科健診 13時～ 

(3歳児 1号認定児の降園時刻は 13時 30分) 

１０ 金 ※主食はいりません 

１５ 水 
お話トムテ 

施設遊具安全点検・保健衛生の日 

１７ 金 
★保育参観日、親子避難訓練（３～５歳児） 

引き渡し訓練、保護者の会総会（全園児） 

２０ 月 
聴力検査（4・5歳児） 

６月分土曜日保育申請締め切り 

２１ 火 身長体重測定 

２２ 水 耳鼻科健診（4・5歳児）13時～ 

２３ 木 誕生会 ※主食はいりません 

２８ 火 諸経費集金日 

２９ 水 検尿提出日 

３０ 木 狂言ワークショップ（5歳児）13時～ 

≪行事予定≫       ★は後日詳しくお知らせします。 

令 和 ６ 年 ４ 月 ３ ０ 日   

高 砂 市 立 北 浜 こ ど も 園 

木々の枝には新緑が出始め、さわやかな風が抜ける季節となりま

した。園庭にはこいのぼりが元気いっぱい泳いでいます。 

少しずつ園生活や新しい環境に慣れてきた子ども達は、緊張して

いた表情が少しずつ和らぎ、笑顔が増えてきたことに嬉しく思いま

す。また、保育者と一緒に伸び伸びと元気いっぱい戸外遊びや活動、

園庭の自然に触れながら遊びを楽しんでいます。 

北浜こども園にはとても素敵な園庭が二つあります。一つ目は広

い「げんき広場」で、総合遊具や三輪車、サッカーなどで体を動かし

たり、砂場や大きな築山で、山づくりやトンネルづくりをしたりし

て思い切り遊びます。 二つ目は自然がいっぱい「わくわく広場」で、

滑り台や鉄棒、砂場もあります。 そして、四季折々の草花や野菜を

育てています。自然の中で、体を動かし心も体も開放して心地よく

遊び、先生や友達と関わりながら園生活を楽しみたいと思います。 

  

 

 

◎えがおであいさつうれしいな◎ 

一日気持ちよく過ごせるように 

「おはようございます」「いってきます」など、 

家族で元気にあいさつをしましょう。 

 

 

今月の保育 

☆降園時は、必ずお子様と手をつないで門から出てくださ

い。子ども達が園生活に慣れてくるこの時期は特に、降

園の挨拶の後、子どもだけで門からとび出すことがあり

ます。安全のために必ずお子様と手をつないでお帰りく

ださい。 

☆持ち物には必ず名前を書きましょう。暑くなったら着替

えも始まります。靴下や肌着なども記名してください。 

☆大型連休明けから、貸出絵本が開始します。（3～5 歳児） 

 毎週金曜日に子どもが絵本を選んで持ち帰りますので、

週明けの月曜日に持参してください。 

詳しくは、後日手紙にてお知らせします。 

☆絵本袋や制作スモックは持ち帰る度に持ってきていた

だきますよう、よろしくお願いします。（制作スモックは

汚れたら持って帰ります。） 

☆ルクミーでの体温入力が、時折抜けていることがありま

す。登園までに入力していただきますよう、よろしくお

願いします。 

☆だんだんと日中の日差しが強くなってきて、戸外では、

子ども達も汗ばみながら元気に遊んでいます。スモック

の下は、半袖、半ズボンで登園していただくようにお願

いします。 

☆５月９日（木）は歯科健診です。３歳児１号認定児の降

園時刻は１３時３０分に変更いたします。 

☆５月２９日（水）は検尿の提出日です。 

必ず、朝一番のおしっこを採取してください。 

詳細は容器と一緒に後日お知らせします。 

お知らせとお願い 

☆６月 ４日（火）虫歯予防の集会 

☆６月１３日（木）１０時～ 内科健診 

☆６月２１日（金）１３時すぎ 眼科健診（４・５歳児） 

≪６月の予定≫ 

絵本や昔話、歌などは想像力を豊かにすることだけではな

く、イメージとともにいろいろな言葉にふれられるもので

す。絵本の読み聞かせは、親子のコミュニケーションを豊か

にすると同時に、普段は耳にしない多くの言葉との出会いの

場となって、子どもの言葉の発達を促します。絵本を読んで

もらっている間は、お家の人を独り占めできる至福の時間。

愛情たっぷりのコミュニケーションの中で、言葉は吸収され

ていきます。     幼児教育資料『すくすくひょうごっ子』より 

 


